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帖合・番線

［叢書・ウニベルシタス741］

脱構築とプラグマティズム
来るべき民主主義〈新装版〉
C.ムフ編／J.デリダ，他著／青木隆嘉訳
ISBN：978-4-588-09975-5
2013年／四六判・186頁・定価2310円

●民主主義にとって政治的決定の根拠は何か，
という現代の核心をなす問題をめぐって，脱構
築（デリダ）対プラグマティズム（ローティ）を軸
に展開される白熱の討議。

【注文数】　　　部

［叢書・ウニベルシタス793］

正義の他者
実践哲学論集〈新装版〉
A.ホネット著／加藤泰史，日暮雅夫，他訳
ISBN：978-4-588-09966-3
2005年／四六判・460頁・定価5040円

●実践哲学の諸分野，社会哲学・道徳哲学・政
治哲学それぞれの体系的課題を独自の承認論
を展開させて分析し，正義の原理とその他者と
の関わりに新たな照明を当てる。

【注文数】　　　部

［叢書・ウニベルシタス832］

討議倫理
〈新装版〉
J.ハーバーマス著／清水多吉，朝倉輝一訳
ISBN：978-4-588-09967-0
2005年／四六判・310頁・定価3465円

●討議とは何か，討議倫理とは何か。了解と意
志形成のプロセスとしての実践的討議の論理
および倫理を哲学的に考察して，実践理性・正
義・公共性などの原理を論ずる。

【注文数】　　　部

［叢書・ウニベルシタス983］

再配分か承認か？
政治・哲学論争
N.フレイザー，A.ホネット著／加藤泰史監訳
ISBN：978-4-588-00983-9
2012年／四六判・382頁・定価3990円

●アイデンティティと差異をめぐる「承認」を，
「規範的一元論」と「パースペクティブ的二元
論」において資本主義社会に対する批判理論
としてラジカルに問い直す。

【注文数】　　　部
［叢書・ウニベルシタス988］

安全の原理
W.ソフスキー著／佐藤公紀，S.マスロー訳
ISBN：978-4-588-00988-4
2013年／四六判・222頁・定価2940円

●ホッブズ，ルーマン，ベック，ゴッフマンらの理
論に依拠しながら，チェルノブイリ原発事後や
9.11テロ以後の世界に顕著に現われる安全を
めぐる諸問題について考察。

【注文数】　　　部

［サピエンティア15］

グローバリゼーション
人間への影響
Z.バウマン著／澤田眞治，中井愛子訳
ISBN：978-4-588-60315-0
2010年／四六判・204頁・定価2730円

●誰もが行き場のない《放浪者》へと転落する
恐怖！　グローバル化が世界および人間生活の
分極化と再階層化をもたらし，公共空間を消失
させていくさまを描き出す。

【注文数】　　　部

［サピエンティア27］

正義の秤（スケール）
グローバル化する世界で政治空間を再想像すること 
N.フレイザー著／向山恭一訳
ISBN：978-4-588-60327-3
2013年／四六判・304頁・定価3465円

●「何」が正義の本当の課題とみなされ，「誰」
が正義の本当の主体とみなされるのか。本書
は正義の秤＝尺度をめぐる諸難題をえぐり出し，
批判理論化のもとで統合する。

【注文数】　　　部

［現代社会研究叢書9］

公共圏と熟議民主主義
現代社会の問題解決
舩橋晴俊，壽福眞美編著
ISBN：978-4-588-60259-7
2013年／A5判・284頁・定価4935円

●現代社会に横たわる原発，移民，環境，基地，
マス・メディアなどの諸問題を公共の場での熟
議を通して解決するために，日本と諸外国の具
体的事例をもとに検討する。

【注文数】　　　部

Ulrich Beck

［叢書・ウニベルシタス609］

危険社会
新しい近代への道
U.ベック著／東廉，伊藤美登里訳
ISBN：978-4-588-00609-8
1998年／四六判・502頁・定価5250円

●チェルノブイリ原発事故，ダイオキシン……，
致命的な環境破壊を増殖させる社会のメカニ
ズムを分析。エコロジー運動の展開にも多大
に貢献した欧米でのベストセラー。

【注文数】　　　部

ウルリッヒ・ベック
Ulrich Beck
1944年生まれの現代ドイツの社会学者。ミュ
ンヘン大学で社会学，政治学，心理学，哲学を
学ぶ。1979年から1992年までミュンスター
大学，バンベルク大学教授を歴任し，1992年
以降現在にいたるまでミュンヘン大学社会学
部教授をつとめている。雑誌〈Soziale Welt〉
の主任編集者でもある。
叢書・ウニベルシタス609『危険社会』はチェ
ルノブイリ原発事故発生と同年に刊行され，大
好評を博してベストセラーにもなった。Hosei University Press


